
第Ⅳ章 望ましい環境像の実現に向けて 

102 

 

【地域の環境特性・課題】 

○本市の東部に位置する河内地域は、沼田川や小田川等の河川沿いに連続する農地と赤瓦集落が

背景となる森林と相まって、本市の原風景とも言える里地里山エリアが形成されています。河

内駅周辺には本地域の中心となる市街地エリアが形成され、入野駅近傍の丘陵地には住宅団地

等による市街地エリアが形成されています。 

○丘陵が広がる地域南部では、交通利便性を活かした住宅団地や工業団地が整備されています。 

○本地域を流れる沼田川は水質も良く、良好な河川環境を有しています。 

○篁山周辺は竹林寺用倉山県立自然公園に指定されています。竹林寺用倉山地区では、ヒメボタ

ルの生息も確認されており、地元の住民団体による保護活動が行われています。 

○椋梨川はホタルが生息するのに適した環境であり、ホタルの里づくりの活動やホタルの観察会

などが行われています。 

○白竜湖や椋梨川沿いの深山峡公園などは市民が水辺と

ふれあう場の整備がなされています。椋梨川河川敷で

は、市民が水と親しむイベントとして、「リバーサイド

フェスティバル」が開催されています。 

○河内小学校では市民協働のまちづくりの一環として、

平成 21年度から校庭芝生化に取り組んでいます。 

○少子高齢化による人口の減少が進んでおり、耕作放棄

地の増加、森林の荒廃、またそれらに起因する獣害の

増加などへの対策が課題となっています。 

○市民アンケートによる環境の満足度をみると、「川など

の水のきれいさ」、「水や水辺とのふれあい」、「農地や土

とのふれあい」などについては、市全体の平均より満足

度が高い結果となりましたが、「町並みの美しさ」や「公

共の広場、公園、緑」などについては、大きく下回りま

した。 

 

【環境配慮指針】 

本地域では、以下のような環境配慮が望まれます。 

 

・ 本市の原風景とも言える里地里山の景観と調和するよう、建築物や工作物、屋外広告物

等について配慮する。 

・ 市街地エリアにおいては、背景となる緑豊かな景観や既存の町並みの景観と調和するよ

う、建築物や工作物、屋外広告物等について配慮する。 

・ 良好な河川の水環境を保全するため、水源の森ともなる森林の保全に努める。 

・ 篁山の竹林寺用倉山地区におけるヒメボタルの保護活動に地域ぐるみで取り組む。 

・ 耕作放棄地の解消や農地の適正な維持管理を地域ぐるみで支える取り組みを促進し、里

地里山エリアの環境を構成する農地の保全に努める。 

・ 獣害を未然に防止する観点から、シカやイノシシ等の生息地との緩衝地帯となる森林の

適正管理に努める。 

⑧⑧⑧⑧    河内地域河内地域河内地域河内地域    

農地と赤瓦の集落 

深山峡の夫婦岩 
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凡  例 

 山林 

 農用地区域 

 市街化区域、用途地域 

▲  主な山 

 主な河川 

 主な池等 

 主な文化財 

 主な自然公園 

 高速道路（破線は計画区間） 

 主な道路（破線は計画区間） 

 鉄道 

 

 

 

 

 

※平成 22年に実施した市民アンケート結果より、「満足」、「ほぼ満足」

と回答した人の割合。 
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※重文：重要文化財 

 天：天然記念物 

 登録：登録有形文化財 

※この図は里地里山エリアなどの環境の区分を示したものではありません。 

※白抜きの範囲は、小規模な宅地と農地の混在している地域など、山林、農用地区域、市街化区域、用途地域の

区分に当てはまらない地域です。 
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